
二冥

報

第
二

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第
二

一
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
は
、　
一
九
九
九
年

一
二
月
四

。

五
日
に
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、　
三
ハ

九
人
の
個
人
会
員
、
二
団
体
の
団
体
会
員
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
飛
鳥
池
遺
跡
、
秋
篠

・
山
陵
遺
跡
、
長
岡
京
跡
、
難
波
宮
跡
、
宮
町
遺
跡
、

三
田
谷
Ｉ
遺
跡
、
飯
塚
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
展
示
さ
れ
た
。

◇

一
二
月
四
日

（土
）
盆

〓
一時
―

一
八
時
）

狩
野
久
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
の
後
、
総
会
、
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

第
二

一
回
総
会

（議
長
　
西
別
府
元
日
氏
）

会
務
報
告

（舘
野
和
己
委
員
）

会
員
の
状
況

（個
人
会
員
三
二
〇
名
、
海
外
会
員
三
名
、
団
体
会
員
四
団
体
の
ほ
か
、

二
〇
〇
〇
年
度
新
入
会
員
一
〇
名
）、
学
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て

『日

本
古
代
木
簡
選
』
続
編
の
編
集
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

編
集
報
告

（清
水
み
き
委
員
）

『木
簡
研
究
』
二

一
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
、
内
容
、
分
量
、
頒
価
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
編
集
上
の
問
題
と
し
て
、
全
体
の
分
量
と
の
関
係
で

近
年
増
加
し
て
い
る
中

。
近
世
の
木
簡

へ
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
た
。

会
計

・
監
査
報
告

（山
中
彼
史
委
員

・
石
上
英

一
監
事
）

山
中
委
員
か
ら

一
九
九
八
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
研
究
集
会

。
二
〇

周
年
記
念
出
版
事
業
に
か
か
る
特
別
会
計
の
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
石
上
監
事

か
ら
会
計
事
務
は
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な

お
、
未
収
会
費
の
問
題
、
帳
簿
の
作
成
方
法
の
問
題
な
ど
が
付
帯
意
見
と
し
て

提
出
さ
れ
た
。
次
い
で
、
山
中
委
員
か
ら
二
〇
〇
〇
年
度
の
予
算
案
が
提
案
さ

れ
た
。

以
上
の
条
件
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
委
員
会
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

「飛
鳥
池
遺
跡
の
保
存

・
活
用
に
つ
い
て
の
要

望
書

（案
こ

が
西
山
良
平
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
、　
一
部
の
字
句
を
修
正
し
た

上
で
承
認
さ
れ
た

（一一一四
〇
買
会
告
参
昭
じ
。

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
鎌
田
元

一
委
員
）

帳
簿
と
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
英
男
氏

難
波
宮
北
西
部
か
ら
出
土
し
た
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
浦
　
洋
氏

山
口
氏
の
報
告
は
、
東
大
寺
写
経
所
文
書
と
照
合
し
て
、
本
簡
の
用
途
、
機

能
を
再
検
討
し
た
も
の
、
江
浦
氏
の
報
告
は
難
波
宮
か
ら
出
上
し
た

「戊
申

年
」
の
年
紀
を
持
つ
も
の
を
含
む
木
簡
群
に
つ
い
て
の
事
例
報
告
で
あ
る
。



◇

一
二
月
五
日

（日
）
（九
時
―

一
五
時
）

研
究
集
会

報
告

（司
会
　
今
泉
隆
雄
委
員
）

一
九
九
九
年
全
国
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
聡
氏

出
雲
市
三
田
谷
Ｉ
遺
跡
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
貴
保
氏

大
分
県
国
東
町
飯
塚
遺
跡
と
出
土
木
街
　
永ヽ
松
み
ゆ
き
氏

・
舘
野
和
己
氏

吉
川
氏
の
報
告
は
全
国
人

一
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
概
要
に
つ
い
て
の

報
告
で
、
そ
の
多
く
は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。
熱
田
氏
お
よ
び
永
松

・
舘
野
氏

の
報
告
は
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
発
掘
成
果
に
基
づ
く
事
例
報
告
で
あ
る
。

討
論

（司
会
　
平
川
　
南
委
員
）

午
後
に
入
り
、
前
日
の
報
告
も
含
め
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
特
に
、
難
波

官
跡
出
土
木
簡
に
見
え
る
干
支
の
問
題
や
、
飯
塚
遺
跡
出
土
木
簡
に
見
え
る
出

挙
関
係
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

最
後
に
田
辺
征
夫
副
会
長
の
挨
拶
で
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九
九
年

一
二
月
四
日

（土
）

一
〇
時
三
〇
分
―

一
二
時

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
立
ち
、
会
務
、
編
集
、
会
計
お
よ
び
総
会
、
研
究
集
会
の
運
営
に

つ
い
て
の
報
告
、
「飛
鳥
池
遺
跡
の
保
存

・
活
用
に
つ
い
て
の
要
望
書

（案
こ

の
提
案
が
な
さ
れ
、
審
議
の
上
承
認
さ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
〇
年
六
月
九
日

（金
）

一
四
時
三
〇
分
―

一
七
時

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

１
会
務
に
つ
い
て
、
会
員
の
異
動
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
、
新
た
に
馬
場
基
氏
、

横
内
裕
人
氏
に
幹
事
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
２
一
九
九
九
年
度
決

算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
３
入
会
希

望
者

（一
一〇
〇
一
年
度
、
三
ハ名
）
に
関
し
て
入
会
審
査
が
な
さ
れ
た
。
４
会
誌

三
二
号
の
編
集

（担
当
は
西
山
良
平
委
員
、
吉
川
聡
幹
事
）
の
経
過
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
、
取
り
扱
う
木
簡
の
年
代
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。

５
第
二
二
回
総
会
、
研
究
集
会
の
予
定
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
６

コ
爪

奈
和
自
動
車
道
の
平
城
官
跡
地
下
通
過
計
画
の
撤
回
を
求
め
る
要
望
書

（莱
こ

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
上
で
承
認
さ
れ
た

（一一一四

一頁
会
告
参
昭
Ｃ
。
７
二
〇
周

年
記
念
出
版
事
業
に
つ
い
て
編
集
経
過
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
８
次
回
の
特
別

研
究
集
会
の
予
定
に
つ
い
て
の
協
議
が
な
さ
れ
た
。

◇
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
七
日

（火
）

一
四
時
三
〇
分
―

一
七
時

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

■
会
務
に
つ
い
て
、
会
員
の
異
動
が
報
告
さ
れ
た
。
２
入
会
希
望
者

金
一〇

〇
一
年
度
、　
三
ハ名
）
に
関
し
て
審
査
が
行
な
わ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
た
。
３
会

誌
三
二
号
の
編
集
経
過
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
４
会
計
に
つ
い
て
、
二

〇
〇
〇
年
度
中
間
報
告
、
後
半
期
収
支
予
定
、
二
〇
〇

一
年
度
予
算
案
を
協
議

し
た
。
５
総
会

・
研
究
集
会
に
つ
い
て
日
程

・
研
究
報
告
な
ど
の
協
議
を
行
な

っ
た
。
６
次
年
度
に
お
け
る
委
員
の
改
選
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
７
次

回
の
特
別
研
究
集
会
に
つ
い
て
協
議
し
兵
庫
県
日
高
町
に
て
行
な
う
こ
と
と
し



た
。
８
二
〇
周
年
記
念
出
版
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（古
尾
谷
知
浩
）

編

集

後

記

今
年
も
あ
と
僅
か
と
な
り
、
『木
簡
研
究
』
の
編
集
後
記
を
書
く
季
節
に
な

っ
た
。
今
号
は
各
地
の
報
告
が
つ
い
に

一
〇
二
件
と
な
り
、
昨
年
の
記
録
を
ま

た
も
更
新
し
た
。
こ
れ
に
論
文

。
書
評
を
加
え
る
と
、
優
に
三
〇
〇
頁
を
超
え

る
。
ご
味
読

・
ご
検
討
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
『木
簡
研
究
』
は
実
に
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
お
忙
し

い
な
か
、
各
地
の
情
報
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
調
査
担
当
者
の
方
々
、
論
文

・

書
評
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
山
口
さ
ん

。
杉
本
さ
ん

。
北
村
さ
ん

。
平
石
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
委
員
や
若
手
の
幹
事
の
皆
さ
ん
に
も
、
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
で
編
集
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
新

進
の
吉
川
聡
さ
ん
で
あ
る
。
聡
さ
ん
が
、
遅
く
ま
で
机
に
向
か
っ
て
い
る
姿
が

日
に
浮
か
ぶ
。

顧
み
れ
ば
、
昔
の

『木
簡
研
究
』
に
比
べ
、
昨
今
は
三
倍
の
分
量
が
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
厚
さ
を
、
こ
の
精
度

・
内
容
で
出
し
続
け
る
の
は
、
な
か
な
か
の

作
業
で
あ
る
。
編
集
上
の
工
夫
が
、
何
か
必
要
な
段
階
に
達
し
て
い
る
か
に
思

わ
れ
る
。

こ
の
編
集
後
記
は
、　
一
一
月
の
初
め
に
書
い
て
い
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ

の
後
記
が
大
会
の
当
日
に
、
会
貝
の
皆
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
切
に

望
ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
山
良
平
）

〈
ム
　
長
　
　
佐
藤
　
宗
諄

副
会
長
　
　
鎌
田
　
一死
一

委
　
員
　
　
今
泉
　
隆
雄

田
辺
　
征
夫

岩
本
　
正
三

佐
藤
　
　
信

寺
崎
　
保
広

平
川
　
　
南

山
中
　
敏
史

岩
本
　
次
郎

鷺
森
　
浩
幸

土
橋
　
　
誠

古
尾
谷
知
浩

山
本
　
　
崇

吉
川
　
真
司

櫛
木
　
謙
周

清
水
　
み
き

東
野
　
治
之

本
郷
　
真
紹

和
田
　
　
率

鈴
木
　
皇昼

一

西
村
さ
と
み

増
渕
　
　
徹

横
内
　
裕
人

幹 監

事 事 木
簡
学
会
役
員

（
一
九
九
九
。
二
〇
〇
〇
年
度
）

栄
原
永
遠
男

舘
野
　
和
己

西
山
　
良
平

粗
山
　
　
粥

渡
辺
　
晃
宏

石
上
　
英

一

岩
宮
　
隆
司

鶴
見
　
泰
寿

馬
場
　
　
基

山
下
信

一
郎

吉
川
　
　
聡




